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飯
山
線
と
交
差
す
る
国
道
の
踏
切
は
市
内
で
四
か

所
．
い
ず
れ
も
立
体
化
の
計
画
で
す
が
、
そ
の
う
ち

の
ひ
と
つ
太
田
島
バ
イ
パ
ス
（
宮
栗
踏
切
立
体
交
差
）

は
、
去
る
十
一
月
八
日
完
成
1
．
同
日
喜
び
の
テ
U

プ
カ
ッ
ト
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
．

　
太
田
島
バ
イ
パ
ス
は
、
長
さ
九
百
八
十
耕
、
幅
員

十
二
届
（
う
ち
歩
道
片
側
二
娼
）
現
道
の
ガ
ケ
下
を
通

り
、
飯
山
線
と
の
交
差
は
、
道
路
が
下
に
く
ぐ
る
方

式
を
採
用
．
曲
り
く
ね
っ
た
道
路
は
ほ
ぼ
直
線
化
さ

れ
た
ハ
イ
ウ
エ
ー
に
早
変
わ
り
．
な
お
、
国
道
二
五

三
号
線
高
山
踏
切
の
立
体
交
差
工
事
も
急
ピ
ッ
チ
に

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

青
年
議
会
に

お
い
で
く
だ
さ
い

　
青
少
年
連
絡
協
議
会
（
丸
山
実
会

長
）
は
、
み
ん
な
で
明
日
の
十
日
町
を

考
え
よ
う
ー
。
を
テ
ー
マ
に
つ
ぎ
の

日
程
で
青
年
議
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
市
内
全
域
か
ら
選
ば
れ

た
三
十
名
の
青
少
年
が
自
分
達
の
か

か
え
て
い
る
疑
問
や
問
題
点
に
つ
い

て
、
市
長
は
じ
め
関
係
課
長
や
市
内

有
識
者
と
共
に
語
り
合
い
、
明
日
の

　
　
　
　
十
日
町
に
つ
い
て
考
え

㊤道路が飯山線の下をくぐる（宮栗踏切立体交差

㊦整備された太田島バイパス

て
み
よ
う
と
い
う
も
の

で
す
。

　
な
お
、
こ
の
会
を
ス

ム
ー
ズ
に
運
営
す
る
た

め
、
三
十
名
の
質
問
者

は
、
事
前
研
修
を
行
な

っ
て
き
ま
し
た
。

　
主
催
者
側
で
は
、
若

者
達
の
考
え
を
市
民
の

大
ぜ
い
の
方
々
に
聞
い

て
い
た
だ
こ
う
と
張
り

切
っ
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
方
多
数
の

傍
聴
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
と
き
　
十
一
月
三
十

　
日
（
日
）
午
前
九
時
～

織
物
組
合
佐
野
部
長
を
囲
ん
で

織
物
産
業
に
つ
い
て
の
研
修
会

　
　
　
　
　
1
1
月
7
日
・
市
民
会
館

午
後
五
時

　
と
こ
ろ
　
市
民
会
館
ホ
ー
ル

電
線
近
く
の
た
こ
上
げ

は
危
険

　
最
近
、
電
線
に
引
っ
掛
け
た
「
た

こ
」
を
取
り
は
ず
そ
う
と
し
て
、
感

電
死
傷
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
電
線
の
近
く
で
の
た
こ
上
げ
は
絶

対
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
万

一
、
電
線
に
引
っ
掛
け
た
場
合
は
、

危
険
で
す
か
ら
、
自
分
で
取
り
は
ず

さ
な
い
で
、
東
北
電
力
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

　
　
（
東
北
電
力
十
日
町
営
業
所
）
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貸
付
金
利
を
引
き
下
げ
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
市
中
小
企
業
振
興
資
金

　
市
で
融
資
し
て
い
る
中
小
企
業
振

興
資
金
（
市
内
に
工
場
ま
た
は
事
業

所
及
び
店
舗
を
有
す
る
中
小
企
業
に

設
備
運
転
に
要
す
る
資
金
を
融
資
）

の
貸
付
金
利
を
つ
ぎ
の
と
お
り
引
き

下
げ
ま
し
た
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　
運
転
資
金
及
び
設
備
資
金
（
貸
付

期
間
三
年
未
満
）
…
年
八
・
五
婬
か

ら
年
八
礎
へ
。

　
設
備
資
金
（
貸
付
期
間
三
年
以
上

五
年
未
満
）
…
年
八
・
七
五
謹
か
ら

年
八
・
五
縄
へ
。

酒
井
前
収
入
役
が

逝
去

　
酒
井
梅
吉
前
収
入
役
は
、
か
ね
て

病
気
療
養
中
の
と
こ
ろ
、
去
る
十
一

月
十
四
日
死
去
さ
れ
ま
し
た
。

享
年
五
十
土
歳
。
故
酒
井
氏
は
、
昭

和
亭
（
駅
通
り
）
の
長
男
と
し
て
生

れ
、
早
稲
田
大
学
専
門
部
卒
業
後
、

十
日
町
社
会
教
育
課
長
、
市
衛
生
体

育
課
長
、
市
清
掃
課
長
な
ど
歴
任
し
、

昭
和
四
十
七
年
四
月
市
収
入
役
に
就

任
。
本
年
九
月
辞
職
す
る
ま
で
市
政

発
展
に
努
力
。
そ
の
死
は
広
く
市
民

か
ら
惜
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

田
口
倉
之
助
氏
が

百
十
万
円
を
寄
付

　
こ
の
ほ
ど
田
口
倉
之
助
氏

二
丁
目
㈱
田
倉
社
長
）

昭和50年11月25日

申し込みは12月20日まで

　　　　　　　　保育所入所児童

　昭和51年4月保育所入所児童をっぎのとお

り受けつけますので、希望者は市社会福祉事

務所へお申し込みください。

　受付期間……12月5日～12月20日まで

　提出書類……保育所入所申請書

　母親が内職をしている場合は証明書添付、

祖父母、父母が病気等の場合は診断書添付。

　その他……入所申請書は各保育所、市社会

福祉事務所にあります。募集人員は若干変更

することがあります。

　　　　保育所別募集人員

保
育
所
名

3
歳

未
満
児

3
歳

以
上
児

十
日
町
保
育
所

20
人

19

人

川
治
保
育
所
18

人

15

人

下
条
保
育
所
12
人

35

人

西
　
保
育
所
13

人

5
人

高
山
保
育
所

n
人

7
人

鐙
島
保
育
所
10

人

7
人

十
日
町
幼
児
園

14

人

6
人

北
越
保
育
園
12

人

10

人

四
日
町
保
育
園

23
人

17

人

山
本
愛
泉
保
育
園

14

人

5
人

　
　
　
　
　
　
（
本
町

　
　
　
　
は
、
西
小
学

校
の
（
仮
称
）
児
童
図
書

セ
ン
タ
ー
創
設
資
金
と

し
て
市
に
百
十
万
円
を

寄
付
し
ま
し
た
。
同
氏

は
、
田
倉
創
業
百
十
周

年
記
念
事
業
の
一
環
と

し
て
寄
付
し
た
も
の
。

西
小
学
校
（
西
野
政
男

校
長
）
で
は
、
児
童
の
集

団
読
書
指
導
を
行
う
た

め
、
来
春
の
校
舎
完
成

時
に
は
（
仮
称
）
児
童
図

書
セ
ン
タ
ー
を
設
置
。

そ
の
蔵
書
（
複
本
三
十

種
約
千
四
百
冊
予
定
）
購
入
資
金
に

あ
て
た
い
と
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

同
セ
ン
タ
ー
開
設
後
の
利
用
に
あ
た

っ
て
は
、
西
小
学
校
の
児
童
ば
か
り

で
な
く
、
市
内
各
小
学
校
か
ら
の
利

用
を
望
ん
で
い
ま
す
。

　
西
小
の
校
章
・
校
歌

　
を
決
定

　
西
小
学
校

P
T
A
設
立

準
備
委
員
会

は
、
昭
和
五

十
一
年
四
月
開
校
の
西
小
学
校
の
校

章
、
校
歌
を
募
集
し
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
ほ
ど
つ
ぎ
の
作
品
に
決
定
し
ま

し
た
。

　
校
章
膳
全
国
各
地
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
三
百
三
十
点
の
な
か
か
ら
、
宇
津

木
澄
子
氏
（
青
梅
市
）
の
作
品
と
決

定
。
こ
れ
は
、
十
日
町
の
十
を
雪
の
結

晶
に
デ
ザ
イ
ン
し
、
な
か
に
西
小
の

文
字
を
美
し
く
組
み
入
れ
た
も
の
。

　
校
歌
1
1
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
応

募
百
十
点
の
な
か
か
ら
、
橋
本
俊
一

ロ
じ
コ
　
じ
じ
コ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
じ
コ
　
ロ
ロ
ロ
ロ
じ
じ
じ
ロ
ロ
ロ
　

一
空
よ
　
青
空
　
わ
た
雲
ふ
わ
り
一

一
今
日
を
み
ん
な
で
あ
る
き
ま
す
一

一
み
ん
な
仲
よ
し
元
気
な
子
　
　
　
一

一
澄
ん
だ
ひ
と
み
が
　
　
　
　
　
一

一
澄
ん
だ
ひ
と
み
が
　
　
　
　
　
一

一
燃
え
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
一

氏
（
香
川
県
）
原
作
の
も
の
を
野
本

郁
太
郎
氏
が
補
作
。
作
曲
は
、
中
田

喜
直
氏
が
担
当
。
完
成
は
昭
和
五
十

一
年
一
月
末
の
予
定
で
す
。

　
市
職
員
（
保
母
）
を
募
集

　
昭
和
五
十
一
年
四
月
一
日
採
用
予

定
の
市
職
員
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

　
採
用
予
定
人
員
　
保
母
若
干
名

　
受
験
資
格

　
保
母
資
格
を
有
す
る
者
（
明
年
三

月
資
格
取
得
見
込
者
含
む
）
で
、
昭

和
二
十
六
年
四
月
二
日
以
降
に
生
れ

た
者
。

　
受
験
手
続

　
受
験
希
望
者
は
、
昭
和
五
十
年
十

二
月
一
日
か
ら
十
二
月
十
三
日
正
午

ま
で
に
市
役
所
総
務
課
ま
た
は
十
日

町
公
共
職
業
安
定
所
に
つ
ぎ
の
書
類

を
提
出
し
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
イ
、
十
日
町
市
職
員
採
用
試
験
申

込
書
（
用
紙
は
市
役
所
総
務
課
に
あ

り
ま
す
）
。

　
ロ
、
最
終
卒
業
学
校
（
卒
業
見
込

み
を
含
む
）
の
成
績
証
明
書
及
び
資

格
（
取
得
見
込
み
）
を
証
す
る
書
類
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
役
所
総
務

課
（
曾
七
－
三
一
一
一
番
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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1ま水道の水
　二＿、　1 しに使わないで

　
毎
年
雪
が
降
る
と
水
道
の
使
用
水

量
が
極
端
に
増
え
ま
す
。
こ
れ
は
飲

料
水
に
利
用
す
る
ほ
か
消
雪
用
に
多

く
使
わ
れ
る
こ
と
が
原
因
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
水
源
π
は
限

度
が
あ
り
ま
す
。
特
に
十
日
町
市
の

水
源
は
井
戸
水
を
汲
み
あ
げ
て
い
る

た
め
、
こ
の
時
期
に
な
り
ま
す
と
渇

水
し
水
位
が
さ
が
り
、
取
水
量
が
平

常
の
十
％
も
少
く
な
り
ま
す
。
こ
の

ま
ま
で
い
き
ま
す
と
今
年
の
冬
は
飲

料
水
が
不
足
す
る
心
配
も
出
て
き
ま

し
た
。
冬
期
間
は
、
水
道
の
水
を
消

雪
に
使
用
し
な
い
よ
う
ご
協
力
を
お

ね
が
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
消
火
栓
は
緊
急
の
と
き
以

　
月
と
と
の
一
日
最
大
使
用
量

　
　
　
　
　
　
　
＼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

’‘●、

’

取水可能

、
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、
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、
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外
に
無
断
で
使
用
し
ま
す
と
、
罰
せ

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
水
道
課
で
は
年
々
増
大
す

る
水
の
需
要
に
対
処
す
る
た
め
第
五

水
源
を
求
め
て
調
査
し
て
い
ま
す
が

な
か
な
か
飲
料
水
に
適
し
た
も
の
が

み
つ
か
り
ま
せ
ん
。
も
う
し
ば
ら
く

ご
辛
抱
ね
が
い
ま
す
。

　
　
防
寒
は
こ
の

　
　
よ
う
に

　
水
道
管
や
じ
ヤ
ロ
の
部
分

に
保
温
材
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
。
保
温
材
に
は
と
り
つ
け

の
簡
単
な
市
販
品
も
あ
り
ま

す
が
、
手
近
な
も
の
と
し
て

は
布
、
荒
ナ
ワ
、
フ
エ
ル
ト

な
ど
を
ま
き
つ
け
、
そ
の
上

に
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
を
ま
き
ま

す
。
ま
た
量
水
器
ボ
ッ
ク
ス

と
水
栓
柱
は
フ
タ
を
あ
け
、

ビ
ニ
ー
ル
、
布
の
く
ず
や
発

泡
ス
チ
ロ
ー
ル
を
こ
ま
か
く

し
た
も
の
を
つ
め
る
と
効
果

が
あ
り
ま
す
。

じ
ゃ
口
や
管
が

凍
っ
た
と
き

　
凍
っ
た
部
分
に
タ
オ
ル
か
布
を
か

け
そ
の
上
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
ぬ
る
ま

湯
を
か
け
て
と
か
し
ま
し
ょ
う
。
急

に
熱
湯
を
か
け
る
と
じ
ゃ
口
を
い
た

め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
タ
ラ
タ
ラ

出
し
は
、
じ
ゃ
口
の
中
に
キ
ズ
が
つ

き
消
耗
を
早
め
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は
水
道
課

（
曾
七
－
三
二
一
番
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

7；

ロ
ギ

。
認

，

驚
も

給水管

離

寒の例

ビニー」レ

保温材

蝦にじゃロの部分

れがよくおこり

ので布やフェル

防寒しましょう

給水管

防；

　　個

：
1
と
く
；
：
の
破
：
i

ます

嘉
．認

　
最
近
、
市
民
の
方
か
ら
電
話
等
で

水
道
管
の
漏
水
発
見
の
ご
連
絡
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
紙
上
を
か

り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
内
の
水
道
管
は
、
老
朽
化
や
道

路
工
事
等
の
た
め
、
年
々
漏
水
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
市
水
道
課
で
は
、

大
切
な
水
を
ム
ダ
に
し
な
い
よ
う
、

漏
水
調
査
等
に
懸
命
な
努
力
を
続
け

て
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
漏
水
通
報

等
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
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貸
付
金
利
を
引
き
下
げ
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
市
中
小
企
業
振
興
資
金

　
市
で
融
資
し
て
い
る
中
小
企
業
振

興
資
金
（
市
内
に
工
場
ま
た
は
事
業

所
及
び
店
舗
を
有
す
る
中
小
企
業
に

設
備
運
転
に
要
す
る
資
金
を
融
資
）

の
貸
付
金
利
を
つ
ぎ
の
と
お
り
引
き

下
げ
ま
し
た
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　
運
転
資
金
及
び
設
備
資
金
（
貸
付

期
間
三
年
未
満
）
…
年
八
・
五
婬
か

ら
年
八
礎
へ
。

　
設
備
資
金
（
貸
付
期
間
三
年
以
上

五
年
未
満
）
…
年
八
・
七
五
謹
か
ら

年
八
・
五
縄
へ
。

酒
井
前
収
入
役
が

逝
去

　
酒
井
梅
吉
前
収
入
役
は
、
か
ね
て

病
気
療
養
中
の
と
こ
ろ
、
去
る
十
一

月
十
四
日
死
去
さ
れ
ま
し
た
。

享
年
五
十
土
歳
。
故
酒
井
氏
は
、
昭

和
亭
（
駅
通
り
）
の
長
男
と
し
て
生

れ
、
早
稲
田
大
学
専
門
部
卒
業
後
、

十
日
町
社
会
教
育
課
長
、
市
衛
生
体

育
課
長
、
市
清
掃
課
長
な
ど
歴
任
し
、

昭
和
四
十
七
年
四
月
市
収
入
役
に
就

任
。
本
年
九
月
辞
職
す
る
ま
で
市
政

発
展
に
努
力
。
そ
の
死
は
広
く
市
民

か
ら
惜
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

田
口
倉
之
助
氏
が

百
十
万
円
を
寄
付

　
こ
の
ほ
ど
田
口
倉
之
助
氏

二
丁
目
㈱
田
倉
社
長
）

昭和50年11月25日

申し込みは12月20日まで

　　　　　　　　保育所入所児童

　昭和51年4月保育所入所児童をっぎのとお

り受けつけますので、希望者は市社会福祉事

務所へお申し込みください。

　受付期間……12月5日～12月20日まで

　提出書類……保育所入所申請書

　母親が内職をしている場合は証明書添付、

祖父母、父母が病気等の場合は診断書添付。

　その他……入所申請書は各保育所、市社会

福祉事務所にあります。募集人員は若干変更

することがあります。

　　　　保育所別募集人員

保
育
所
名

3
歳

未
満
児

3
歳

以
上
児

十
日
町
保
育
所

20
人

19

人

川
治
保
育
所
18

人

15

人

下
条
保
育
所
12
人

35

人

西
　
保
育
所
13

人

5
人

高
山
保
育
所

n
人

7
人

鐙
島
保
育
所
10

人

7
人

十
日
町
幼
児
園

14

人

6
人

北
越
保
育
園
12

人

10

人

四
日
町
保
育
園

23
人

17

人

山
本
愛
泉
保
育
園

14

人

5
人

　
　
　
　
　
　
（
本
町

　
　
　
　
は
、
西
小
学

校
の
（
仮
称
）
児
童
図
書

セ
ン
タ
ー
創
設
資
金
と

し
て
市
に
百
十
万
円
を

寄
付
し
ま
し
た
。
同
氏

は
、
田
倉
創
業
百
十
周

年
記
念
事
業
の
一
環
と

し
て
寄
付
し
た
も
の
。

西
小
学
校
（
西
野
政
男

校
長
）
で
は
、
児
童
の
集

団
読
書
指
導
を
行
う
た

め
、
来
春
の
校
舎
完
成

時
に
は
（
仮
称
）
児
童
図

書
セ
ン
タ
ー
を
設
置
。

そ
の
蔵
書
（
複
本
三
十

種
約
千
四
百
冊
予
定
）
購
入
資
金
に

あ
て
た
い
と
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

同
セ
ン
タ
ー
開
設
後
の
利
用
に
あ
た

っ
て
は
、
西
小
学
校
の
児
童
ば
か
り

で
な
く
、
市
内
各
小
学
校
か
ら
の
利

用
を
望
ん
で
い
ま
す
。

　
西
小
の
校
章
・
校
歌

　
を
決
定

　
西
小
学
校

P
T
A
設
立

準
備
委
員
会

は
、
昭
和
五

十
一
年
四
月
開
校
の
西
小
学
校
の
校

章
、
校
歌
を
募
集
し
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
ほ
ど
つ
ぎ
の
作
品
に
決
定
し
ま

し
た
。

　
校
章
膳
全
国
各
地
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
三
百
三
十
点
の
な
か
か
ら
、
宇
津

木
澄
子
氏
（
青
梅
市
）
の
作
品
と
決

定
。
こ
れ
は
、
十
日
町
の
十
を
雪
の
結

晶
に
デ
ザ
イ
ン
し
、
な
か
に
西
小
の

文
字
を
美
し
く
組
み
入
れ
た
も
の
。

　
校
歌
1
1
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
応

募
百
十
点
の
な
か
か
ら
、
橋
本
俊
一

ロ
じ
コ
　
じ
じ
コ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
じ
コ
　
ロ
ロ
ロ
ロ
じ
じ
じ
ロ
ロ
ロ
　

一
空
よ
　
青
空
　
わ
た
雲
ふ
わ
り
一

一
今
日
を
み
ん
な
で
あ
る
き
ま
す
一

一
み
ん
な
仲
よ
し
元
気
な
子
　
　
　
一

一
澄
ん
だ
ひ
と
み
が
　
　
　
　
　
一

一
澄
ん
だ
ひ
と
み
が
　
　
　
　
　
一

一
燃
え
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
一

氏
（
香
川
県
）
原
作
の
も
の
を
野
本

郁
太
郎
氏
が
補
作
。
作
曲
は
、
中
田

喜
直
氏
が
担
当
。
完
成
は
昭
和
五
十

一
年
一
月
末
の
予
定
で
す
。

　
市
職
員
（
保
母
）
を
募
集

　
昭
和
五
十
一
年
四
月
一
日
採
用
予

定
の
市
職
員
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

　
採
用
予
定
人
員
　
保
母
若
干
名

　
受
験
資
格

　
保
母
資
格
を
有
す
る
者
（
明
年
三

月
資
格
取
得
見
込
者
含
む
）
で
、
昭

和
二
十
六
年
四
月
二
日
以
降
に
生
れ

た
者
。

　
受
験
手
続

　
受
験
希
望
者
は
、
昭
和
五
十
年
十

二
月
一
日
か
ら
十
二
月
十
三
日
正
午

ま
で
に
市
役
所
総
務
課
ま
た
は
十
日

町
公
共
職
業
安
定
所
に
つ
ぎ
の
書
類

を
提
出
し
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
イ
、
十
日
町
市
職
員
採
用
試
験
申

込
書
（
用
紙
は
市
役
所
総
務
課
に
あ

り
ま
す
）
。

　
ロ
、
最
終
卒
業
学
校
（
卒
業
見
込

み
を
含
む
）
の
成
績
証
明
書
及
び
資

格
（
取
得
見
込
み
）
を
証
す
る
書
類
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
役
所
総
務

課
（
曾
七
－
三
一
一
一
番
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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1ま水道の水
　二＿、　1 しに使わないで

　
毎
年
雪
が
降
る
と
水
道
の
使
用
水

量
が
極
端
に
増
え
ま
す
。
こ
れ
は
飲

料
水
に
利
用
す
る
ほ
か
消
雪
用
に
多

く
使
わ
れ
る
こ
と
が
原
因
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
水
源
π
は
限

度
が
あ
り
ま
す
。
特
に
十
日
町
市
の

水
源
は
井
戸
水
を
汲
み
あ
げ
て
い
る

た
め
、
こ
の
時
期
に
な
り
ま
す
と
渇

水
し
水
位
が
さ
が
り
、
取
水
量
が
平

常
の
十
％
も
少
く
な
り
ま
す
。
こ
の

ま
ま
で
い
き
ま
す
と
今
年
の
冬
は
飲

料
水
が
不
足
す
る
心
配
も
出
て
き
ま

し
た
。
冬
期
間
は
、
水
道
の
水
を
消

雪
に
使
用
し
な
い
よ
う
ご
協
力
を
お

ね
が
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
消
火
栓
は
緊
急
の
と
き
以

　
月
と
と
の
一
日
最
大
使
用
量

　
　
　
　
　
　
　
＼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

’‘●、

’

取水可能

、
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、
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外
に
無
断
で
使
用
し
ま
す
と
、
罰
せ

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
水
道
課
で
は
年
々
増
大
す

る
水
の
需
要
に
対
処
す
る
た
め
第
五

水
源
を
求
め
て
調
査
し
て
い
ま
す
が

な
か
な
か
飲
料
水
に
適
し
た
も
の
が

み
つ
か
り
ま
せ
ん
。
も
う
し
ば
ら
く

ご
辛
抱
ね
が
い
ま
す
。

　
　
防
寒
は
こ
の

　
　
よ
う
に

　
水
道
管
や
じ
ヤ
ロ
の
部
分

に
保
温
材
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
。
保
温
材
に
は
と
り
つ
け

の
簡
単
な
市
販
品
も
あ
り
ま

す
が
、
手
近
な
も
の
と
し
て

は
布
、
荒
ナ
ワ
、
フ
エ
ル
ト

な
ど
を
ま
き
つ
け
、
そ
の
上

に
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
を
ま
き
ま

す
。
ま
た
量
水
器
ボ
ッ
ク
ス

と
水
栓
柱
は
フ
タ
を
あ
け
、

ビ
ニ
ー
ル
、
布
の
く
ず
や
発

泡
ス
チ
ロ
ー
ル
を
こ
ま
か
く

し
た
も
の
を
つ
め
る
と
効
果

が
あ
り
ま
す
。

じ
ゃ
口
や
管
が

凍
っ
た
と
き

　
凍
っ
た
部
分
に
タ
オ
ル
か
布
を
か

け
そ
の
上
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
ぬ
る
ま

湯
を
か
け
て
と
か
し
ま
し
ょ
う
。
急

に
熱
湯
を
か
け
る
と
じ
ゃ
口
を
い
た

め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
タ
ラ
タ
ラ

出
し
は
、
じ
ゃ
口
の
中
に
キ
ズ
が
つ

き
消
耗
を
早
め
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は
水
道
課

（
曾
七
－
三
二
一
番
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

7；

ロ
ギ

。
認

，

驚
も

給水管

離

寒の例

ビニー」レ

保温材

蝦にじゃロの部分

れがよくおこり

ので布やフェル

防寒しましょう

給水管

防；

　　個

：
1
と
く
；
：
の
破
：
i

ます

嘉
．認

　
最
近
、
市
民
の
方
か
ら
電
話
等
で

水
道
管
の
漏
水
発
見
の
ご
連
絡
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
紙
上
を
か

り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
内
の
水
道
管
は
、
老
朽
化
や
道

路
工
事
等
の
た
め
、
年
々
漏
水
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
市
水
道
課
で
は
、

大
切
な
水
を
ム
ダ
に
し
な
い
よ
う
、

漏
水
調
査
等
に
懸
命
な
努
力
を
続
け

て
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
漏
水
通
報

等
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
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国勢調査の概

　
十
月
一
日
現
在
で
全
国
一
斉
に
行

な
わ
れ
た
第
十
二
回
国
勢
謂
査
は
、

市
民
の
み
な
さ
ん
及
び
二
百
六
十
二

名
の
国
勢
調
査
員
の
方
々
の
ご
協
力

に
よ
り
、
こ
の
ほ
ど
、
そ
の
概
数
結

果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
　
（
こ
の
調
査
結
果
は
、

概
数
で
す
の
で
、
後
日
、
総
理
府
統

計
局
で
公
表
す
る
数
と
異
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
）
。

　
国
勢
調
査
は
、
五
年
毎
に
人
口
、

世
帯
等
全
国
一
斉
に
調
査
す
る
も
の

で
す
が
、
昭
和
四
十
五
年
と
く
ら
べ

た
五
年
間
の
移
動
の
状
況
を
み
て
み

ま
す
と
、
当
市
の
調
査
結
果
概
数
は

つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。
先
ず
総
人
口

は
、
昭
和
四
十
五
年
に
く
ら
べ
五
百

九
十
二
人
増
の
五
万
二
百
十
一
人
と

な
り
ま
し
た
。
国
勢
調
査
人
口
が
五

万
人
を
超
え
た
の
は
、
今
回
が
は
じ

め
て
の
こ
と
で
す
。
人
口
が
増
え
た

理
由
は
、
い
ろ
い
ろ
な
原
因
が
考
え

ら
れ
ま
す
が
高
度
成
長
時
代
の
人
口

都
市
集
中
型
か
ら
安
定
成
長
時
代
の

地
方
定
着
型
へ
移
行
し
た
結
果
、
自

然
増
の
形
で
表
わ
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
全
国
的
に
不
況
ム
ー
ド

の
中
に
お
け
る
人
口
増
加
と
い
う
現

象
は
非
常
に
意
義
あ
る
結
果
だ
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
県
内
各
市
の
結

果
を
み
ま
す
と
、
新
潟
、
長
岡
、
上

越
市
等
大
き
な
市
は
別
と
し
て
、
地

場
産
業
を
も
つ
三
条
、
燕
、
五
泉
市

な
ど
が
増
え
、
そ
う
で
な
い
と
こ
ろ

区分 昭和50年度 昭和45年度 増減 増減率

男 24，372人 23，701人 671 2．8％

女 25，839人 25，918人 △79 △0．3％

合計 50，211人 49，619人 592 1．2％

区分 昭和50年度 昭和45年度 増減 増減率

世帯数 12，315 11，332 983 8．7％

が
減
少
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
男
女

別
を
み
て
み
ま
す
と
男
子
が
二
万
四

千
三
百
七
十
二
人
と
前
回
に
く
ら
べ

六
百
七
十
一
人
増
え
、
女
子
は
、
七

十
九
人
減
り
、
男
女
間
の
数
の
差
が

次
第
に
詰
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
こ
こ
数
年
女
子
従
業
員
の
採
用

を
見
送
っ
て
い
る
地
場
産
業
の
雇
用

関
係
が
反
映
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

川
治
地
区
は
十
総
の
増

　
人
口
を
地
区
別
に
み
て
み
ま
す
と

旧
十
日
町
地
区
は
、
一
万
三
干
八
百

四
十
八
人
と
前
回
よ
り
七
百
五
十
一

人
減
り
ま
し
た
。
逆
に
中
条
地
区
は

一
万
一
千
十
二
人
と
四
百
八
十
五
人
、

ま
た
川
治
地
区
で
は
八
千
九
百
九
十

二
人
と
八
百
四
十
六
人
、
水
沢
地
区

で
は
六
千
九
百
二
十
七
人
と
二
百
四

十
四
人
そ
れ
ぞ
れ
増
え
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
川
治
地
区
は
、
五
年
間
に

十
縄
も
増
え
ド
ー
ナ
ツ
化
現
象
を
き

た
し
て
い
ま
す
ゆ
一
方
、
六
箇
、
吉

田
、
下
条
地
区
で
は
、
そ
の
減
り
方

、
が
鈍
化
し
て
い
ま
す
。

　
地
区
別
に
男
女
比
を
み
て
み
ま
す

と
、
六
箇
地
区
が
一
〇
七
・
一
、
吉
田

地
区
は
一
〇
三
・
七
と
男
が
多
く
、

他
の
地
区
で
は
い
ず
れ
も
女
子
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
十
日
町
地

区
で
は
女
子
が
男
子
よ
り
も
九
百
三

十
二
人
も
多
く
な
っ
て
お
り
、
最
も

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
て
い
る
地
区
は
、

下
条
地
区
の
九
九
・
○
と
い
う
結
果

に
な
り
ま
し
た
。

墜
醗
九
百
八
十
三
世
帯
の
増

襲灘
核
家
族
化
が
強
ま
る

　
つ
ぎ
に
世
帯
数
に
つ
い
て
み
ま
す

と
、
総
数
は
一
万
二
千
三
百
十
五
世

帯
と
な
り
、
前
回
に
く
ら
べ
、
九
百

八
十
三
世
帯
（
八
・
七
資
）
の
増
加

と
な
り
ま
し
た
。
世
帯
の
増
え
方
が

大
き
い
の
は
、
家
族
構
成
の
変
化
に

よ
る
も
の
で
、
一
世
帯
当
た
り
四
．

一
人
で
前
回
よ
り
○
こ
二
人
減
と
な

り
核
家
族
化
傾
向
が
あ
ら
わ
れ
て
い

ま
す
。
な
か
で
も
、
下
宿
、
ア
パ
：
ト

な
ど
の
一
人
世
帯
が
千
三
百
八
世
帯

と
全
体
の
一
〇
・
六
μ
を
し
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
世
帯
の
動
き
を
地
区

別
に
み
ま
す
と
す
べ
て
の
地
区
で
増

加
し
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
十
日

町
地
区
で
は
八
十
七
世
帯
の
増
で
三

千
六
百
六
十
五
世
帯
、
中
条
地
区
＼
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〆
は
二
百
八
十
一
世
帯
増
の
二
千
五

百
六
十
五
世
帯
、
川
治
地
区
は
最
も

多
く
増
え
四
百
三
十
七
世
帯
増
の
二

千
四
百
六
世
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
二
十
二
資
の
増
加
率
を
示

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
六
箇
地
区
で

は
五
世
帯
増
の
二
百
三
十
二
世
帯
、

吉
田
地
区
も
五
世
帯
増
の
九
百
十
四

世
帯
、
下
条
地
区
は
三
十
一
世
帯
増

の
九
百
六
十
五
世
帯
、
水
沢
地
区
は

百
三
十
七
世
帯
増
え
て
千
五
百
六
十

八
世
帯
と
な
り
ま
し
た
。

　
冨
冒
…
…
＝
＝
…
3
…
一
…
＝
＝
＝
．
一
三
一
…
τ
・
…
・
＝
。
三
…
＝
＝
－
．
＝
り
三
≡
＝
；
＝
…
一
三
…

辱＿

中
魚
沼
地
方
の
人
ロ
概
数

　
川
西
町
…
総
人
口
一
万
二
百
六
人

（
前
回
よ
り
七
百
六
十
九
人
の
減
）

世
帯
数
二
千
三
百
四
十
五
　
津
南
町

…
総
人
口
一
万
四
千
三
百
二
十
八
人

（
前
回
よ
り
千
七
百
六
十
四
人
の
減
）

世
帯
数
三
千
六
百
八
十
六
　
中
里
村

…
七
千
百
二
十
七
人
（
前
回
よ
り
四

百
三
十
一
人
の
減
）
世
帯
数
千
六
百

七
十
九
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
＝
3
。
＝
三
q
＝
曽
；
・
・
＝
一
＝
・
。
二
＝
＝
3
二
・
＝
・
二
一
＝
一
曹
＝

狩
猟
期
間
が
か
わ
σ

　
こ
と
し
か
ら
、
狩
猟

期
間
が
昭
和
五
十
年
十

一
月
十
五
日
か
ら
翌
年

二
月
十
五
日
ま
で
に
変
更
さ
れ
ま
し

た
。　

狩
猟
の
で
き
る
場
所
は
、
法
律
、

規
則
等
で
制
限
さ
れ
て
お
り
、
つ
ぎ

の
場
所
で
は
狩
猟
が
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
小
泉
地
内
に
あ
る
浅
河
原

調
整
池
（
国
鉄
所
有
地
）
が
去
る
十

月
か
ら
猟
銃
禁
止
区
域
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
狩
猟
期
間
中
は
、
ハ
ン
タ
ー
及
び

一
般
市
民
の
み
な
さ
ん
も
事
故
の
な

・
一
．
・
。
・
；
一
＝
一
＝
：
＝
・
＝
三
一
＝
＝
＝
…
＝
・

一
』

い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
□
鳥
獣
保
護
区
（
八
箇
休
猟
区
千

九
百
四
十
五
諺
）
■
公
道
■
環
境
庁

長
官
の
指
定
す
る
公
園
及
び
そ
の
類

す
る
場
所
■
社
寺
境
内
■
墓
地

（
十
日
町
保
健
所
・
市
役
所
環
境
課
）

　
十
一
月
で
言
語
治
療
相
談

　
会
は
終
わ
り
ま
し
た

　
市
教
委
学
校
教
育
課
の
指
導
事
業

と
し
て
、
す
す
め
て
き
ま
し
た
言
語

治
療
相
談
会
は
、
去
る
十
一
月
十
六

日
を
も
っ
て
、
本
年
度
分
を
終
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
当
初
の
計
画
で

は
十
二
月
ま
で
予
定
し
て
い
ま
し
た

県下20市人ロ概数
（増減数は前回調査との比較）

市名 総人口 増　減

新潟市 423，204人 39，285人

長岡市 171，742人 9，480人

上越市 123，416人 3，006人

三条市 81，806人 3，992人

柏崎市 80，353人 355人
新発田市 74，025人 △　434人

新津市 58，970人 1，881人

十日町市 50，211人 592人
小千谷市 44，375人 △　206人

燕　市 43，265人 838人

見附市 40，954人 △　103人

五泉市 39，378人 368人

豊栄市 37，776人 5，635人

加茂市 37，086人 △　804人

糸魚川市 36，646人 △1，749人

村上市 32，939人 390人

栃尾市 32，324人 △2，107人

白根市 32，048人 △　563人

新井市 28，985人 △　985人

両津市 22，109人 △1，374人

が
、
本
年
度
の
め
あ
て
を
ほ
ぼ
、
達

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
講

師
の
都
合
等
も
考
え
打
切
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
な
お
、
今
後
、
こ

ど
も
さ
ん
の
こ
と
で
ご
相
談
に
な
り

た
い
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
市
教
委
学

校
教
育
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

團
褻
所
五
個
人

　
去
る
十
一
月
十
八
日
、
新
潟
県
自

治
会
館
で
統
計
功
労
者
の
表
彰
伝
達

式
が
行
わ
れ
、
当
市
で
は
、
つ
ぎ
の

事
業
所
、
個
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
通
商
産
業
大
臣
表
彰
…
関
織
物
株

式
会
社
　
通
商
産
業
大
臣
官
房
調
査

統
計
部
長
表
彰
…
曽
根
未
治
（
関
織

物
㈱
内
）
　
文
部
大
臣
表
彰
…
山
田

正
毅
（
田
川
町
）
　
新
潟
県
統
計
協

会
総
裁
表
彰
…
徳
永
泰
三
（
神
明
町
）

小
宮
山
慶
文
太
子
堂
）
保
坂
巌
（
姿

第
一
）

「
十
日
町
市
2
0
年
史
」
を
刊
行

　
　
申
し
込
み
は
12
月
12
日
ま
で

　
市
で
は
、
こ
の
た
び
「
十
日
町
市

二
十
年
史
」
を
刊
行
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昨
年
本
市
が

市
制
二
十
周
年
を
迎
え
た
こ
と
を
記

念
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
B
六

版
約
百
二
十
頁
の
中
に
写
真
三
十
枚

が
挿
入
さ
れ
て
お
り
、
明
年
二
月
に

発
刊
の
予
定
で
す
。

　
内
容
の
紹
介

　
お
い
た
ち
・
十
日
町
市
の
成
立
・

吉
田
村
の
合
併
・
下
条
村
の
合
併
・

水
沢
村
の
合
併
・
動
き
出
し
た
市
政

・
近
代
化
す
る
公
共
施
設
・
進
む
開

田
計
画
・
山
口
市
政
・
文
化
諸
団
体

結
成
の
動
き
・
発
展
す
る
織
物
産
業

・
村
山
市
政
は
じ
ま
る
・
災
害
の
克

服
・
十
日
町
小
の
建
設
・
発
達
す
る

交
通
網
・
市
民
生
活
向
上
へ
・
市
制

十
周
年
を
迎
え
る
・
雪
の
克
服
・
ス

ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設

・
近
代
産
業
へ
の
脱
皮
・
市
庁
舎
の

建
設
・
春
日
市
政
・
新
し
い
生
活
圏

行
政
・
教
育
文
化
施
策
の
推
進
・
産

業
経
済
の
成
長
・
社
会
福
祉
の
充
実

・
水
資
源
と
苗
場
山
麓
開
発
・
市
制

二
十
周
年
・
十
日
町
市
の
将
来
。

　
定
価
　
五
百
円

　
申
し
込
み
　
注
文
希
望
者
は
、
左

記
の
注
文
票
に
ご
記
入
の
上
、
切
り

取
っ
て
十
二
月
十
二
日
（
金
）
ま
で

に
市
企
画
財
政
課
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
な
お
電
話
（
魯
七
ー
三
一

一
一
番
、
内
線
二
二
七
）
で
も
可
。

　
そ
の
他
発
刊
は
明
年
二
月
の
予

定
で
、
代
金
は
現
品
引
き
換
え
。

「十日町市20年史」注文票

住　所

氏　名

TEL　　　　　　　　　注文数
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国勢調査の概

　
十
月
一
日
現
在
で
全
国
一
斉
に
行

な
わ
れ
た
第
十
二
回
国
勢
謂
査
は
、

市
民
の
み
な
さ
ん
及
び
二
百
六
十
二

名
の
国
勢
調
査
員
の
方
々
の
ご
協
力

に
よ
り
、
こ
の
ほ
ど
、
そ
の
概
数
結

果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
　
（
こ
の
調
査
結
果
は
、

概
数
で
す
の
で
、
後
日
、
総
理
府
統

計
局
で
公
表
す
る
数
と
異
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
）
。

　
国
勢
調
査
は
、
五
年
毎
に
人
口
、

世
帯
等
全
国
一
斉
に
調
査
す
る
も
の

で
す
が
、
昭
和
四
十
五
年
と
く
ら
べ

た
五
年
間
の
移
動
の
状
況
を
み
て
み

ま
す
と
、
当
市
の
調
査
結
果
概
数
は

つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。
先
ず
総
人
口

は
、
昭
和
四
十
五
年
に
く
ら
べ
五
百

九
十
二
人
増
の
五
万
二
百
十
一
人
と

な
り
ま
し
た
。
国
勢
調
査
人
口
が
五

万
人
を
超
え
た
の
は
、
今
回
が
は
じ

め
て
の
こ
と
で
す
。
人
口
が
増
え
た

理
由
は
、
い
ろ
い
ろ
な
原
因
が
考
え

ら
れ
ま
す
が
高
度
成
長
時
代
の
人
口

都
市
集
中
型
か
ら
安
定
成
長
時
代
の

地
方
定
着
型
へ
移
行
し
た
結
果
、
自

然
増
の
形
で
表
わ
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
全
国
的
に
不
況
ム
ー
ド

の
中
に
お
け
る
人
口
増
加
と
い
う
現

象
は
非
常
に
意
義
あ
る
結
果
だ
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
県
内
各
市
の
結

果
を
み
ま
す
と
、
新
潟
、
長
岡
、
上

越
市
等
大
き
な
市
は
別
と
し
て
、
地

場
産
業
を
も
つ
三
条
、
燕
、
五
泉
市

な
ど
が
増
え
、
そ
う
で
な
い
と
こ
ろ

区分 昭和50年度 昭和45年度 増減 増減率

男 24，372人 23，701人 671 2．8％

女 25，839人 25，918人 △79 △0．3％

合計 50，211人 49，619人 592 1．2％

区分 昭和50年度 昭和45年度 増減 増減率

世帯数 12，315 11，332 983 8．7％

が
減
少
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
男
女

別
を
み
て
み
ま
す
と
男
子
が
二
万
四

千
三
百
七
十
二
人
と
前
回
に
く
ら
べ

六
百
七
十
一
人
増
え
、
女
子
は
、
七

十
九
人
減
り
、
男
女
間
の
数
の
差
が

次
第
に
詰
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
こ
こ
数
年
女
子
従
業
員
の
採
用

を
見
送
っ
て
い
る
地
場
産
業
の
雇
用

関
係
が
反
映
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

川
治
地
区
は
十
総
の
増

　
人
口
を
地
区
別
に
み
て
み
ま
す
と

旧
十
日
町
地
区
は
、
一
万
三
干
八
百

四
十
八
人
と
前
回
よ
り
七
百
五
十
一

人
減
り
ま
し
た
。
逆
に
中
条
地
区
は

一
万
一
千
十
二
人
と
四
百
八
十
五
人
、

ま
た
川
治
地
区
で
は
八
千
九
百
九
十

二
人
と
八
百
四
十
六
人
、
水
沢
地
区

で
は
六
千
九
百
二
十
七
人
と
二
百
四

十
四
人
そ
れ
ぞ
れ
増
え
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
川
治
地
区
は
、
五
年
間
に

十
縄
も
増
え
ド
ー
ナ
ツ
化
現
象
を
き

た
し
て
い
ま
す
ゆ
一
方
、
六
箇
、
吉

田
、
下
条
地
区
で
は
、
そ
の
減
り
方

、
が
鈍
化
し
て
い
ま
す
。

　
地
区
別
に
男
女
比
を
み
て
み
ま
す

と
、
六
箇
地
区
が
一
〇
七
・
一
、
吉
田

地
区
は
一
〇
三
・
七
と
男
が
多
く
、

他
の
地
区
で
は
い
ず
れ
も
女
子
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
十
日
町
地

区
で
は
女
子
が
男
子
よ
り
も
九
百
三

十
二
人
も
多
く
な
っ
て
お
り
、
最
も

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
て
い
る
地
区
は
、

下
条
地
区
の
九
九
・
○
と
い
う
結
果

に
な
り
ま
し
た
。

墜
醗
九
百
八
十
三
世
帯
の
増

襲灘
核
家
族
化
が
強
ま
る

　
つ
ぎ
に
世
帯
数
に
つ
い
て
み
ま
す

と
、
総
数
は
一
万
二
千
三
百
十
五
世

帯
と
な
り
、
前
回
に
く
ら
べ
、
九
百

八
十
三
世
帯
（
八
・
七
資
）
の
増
加

と
な
り
ま
し
た
。
世
帯
の
増
え
方
が

大
き
い
の
は
、
家
族
構
成
の
変
化
に

よ
る
も
の
で
、
一
世
帯
当
た
り
四
．

一
人
で
前
回
よ
り
○
こ
二
人
減
と
な

り
核
家
族
化
傾
向
が
あ
ら
わ
れ
て
い

ま
す
。
な
か
で
も
、
下
宿
、
ア
パ
：
ト

な
ど
の
一
人
世
帯
が
千
三
百
八
世
帯

と
全
体
の
一
〇
・
六
μ
を
し
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
世
帯
の
動
き
を
地
区

別
に
み
ま
す
と
す
べ
て
の
地
区
で
増

加
し
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
十
日

町
地
区
で
は
八
十
七
世
帯
の
増
で
三

千
六
百
六
十
五
世
帯
、
中
条
地
区
＼
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〆
は
二
百
八
十
一
世
帯
増
の
二
千
五

百
六
十
五
世
帯
、
川
治
地
区
は
最
も

多
く
増
え
四
百
三
十
七
世
帯
増
の
二

千
四
百
六
世
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
二
十
二
資
の
増
加
率
を
示

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
六
箇
地
区
で

は
五
世
帯
増
の
二
百
三
十
二
世
帯
、

吉
田
地
区
も
五
世
帯
増
の
九
百
十
四

世
帯
、
下
条
地
区
は
三
十
一
世
帯
増

の
九
百
六
十
五
世
帯
、
水
沢
地
区
は

百
三
十
七
世
帯
増
え
て
千
五
百
六
十

八
世
帯
と
な
り
ま
し
た
。

　
冨
冒
…
…
＝
＝
…
3
…
一
…
＝
＝
＝
．
一
三
一
…
τ
・
…
・
＝
。
三
…
＝
＝
－
．
＝
り
三
≡
＝
；
＝
…
一
三
…

辱＿

中
魚
沼
地
方
の
人
ロ
概
数

　
川
西
町
…
総
人
口
一
万
二
百
六
人

（
前
回
よ
り
七
百
六
十
九
人
の
減
）

世
帯
数
二
千
三
百
四
十
五
　
津
南
町

…
総
人
口
一
万
四
千
三
百
二
十
八
人

（
前
回
よ
り
千
七
百
六
十
四
人
の
減
）

世
帯
数
三
千
六
百
八
十
六
　
中
里
村

…
七
千
百
二
十
七
人
（
前
回
よ
り
四

百
三
十
一
人
の
減
）
世
帯
数
千
六
百

七
十
九
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
＝
3
。
＝
三
q
＝
曽
；
・
・
＝
一
＝
・
。
二
＝
＝
3
二
・
＝
・
二
一
＝
一
曹
＝

狩
猟
期
間
が
か
わ
σ

　
こ
と
し
か
ら
、
狩
猟

期
間
が
昭
和
五
十
年
十

一
月
十
五
日
か
ら
翌
年

二
月
十
五
日
ま
で
に
変
更
さ
れ
ま
し

た
。　

狩
猟
の
で
き
る
場
所
は
、
法
律
、

規
則
等
で
制
限
さ
れ
て
お
り
、
つ
ぎ

の
場
所
で
は
狩
猟
が
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
小
泉
地
内
に
あ
る
浅
河
原

調
整
池
（
国
鉄
所
有
地
）
が
去
る
十

月
か
ら
猟
銃
禁
止
区
域
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
狩
猟
期
間
中
は
、
ハ
ン
タ
ー
及
び

一
般
市
民
の
み
な
さ
ん
も
事
故
の
な

・
一
．
・
。
・
；
一
＝
一
＝
：
＝
・
＝
三
一
＝
＝
＝
…
＝
・

一
』

い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
□
鳥
獣
保
護
区
（
八
箇
休
猟
区
千

九
百
四
十
五
諺
）
■
公
道
■
環
境
庁

長
官
の
指
定
す
る
公
園
及
び
そ
の
類

す
る
場
所
■
社
寺
境
内
■
墓
地

（
十
日
町
保
健
所
・
市
役
所
環
境
課
）

　
十
一
月
で
言
語
治
療
相
談

　
会
は
終
わ
り
ま
し
た

　
市
教
委
学
校
教
育
課
の
指
導
事
業

と
し
て
、
す
す
め
て
き
ま
し
た
言
語

治
療
相
談
会
は
、
去
る
十
一
月
十
六

日
を
も
っ
て
、
本
年
度
分
を
終
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
当
初
の
計
画
で

は
十
二
月
ま
で
予
定
し
て
い
ま
し
た

県下20市人ロ概数
（増減数は前回調査との比較）

市名 総人口 増　減

新潟市 423，204人 39，285人

長岡市 171，742人 9，480人

上越市 123，416人 3，006人

三条市 81，806人 3，992人

柏崎市 80，353人 355人
新発田市 74，025人 △　434人

新津市 58，970人 1，881人

十日町市 50，211人 592人
小千谷市 44，375人 △　206人

燕　市 43，265人 838人

見附市 40，954人 △　103人

五泉市 39，378人 368人

豊栄市 37，776人 5，635人

加茂市 37，086人 △　804人

糸魚川市 36，646人 △1，749人

村上市 32，939人 390人

栃尾市 32，324人 △2，107人

白根市 32，048人 △　563人

新井市 28，985人 △　985人

両津市 22，109人 △1，374人

が
、
本
年
度
の
め
あ
て
を
ほ
ぼ
、
達

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
講

師
の
都
合
等
も
考
え
打
切
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
な
お
、
今
後
、
こ

ど
も
さ
ん
の
こ
と
で
ご
相
談
に
な
り

た
い
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
市
教
委
学

校
教
育
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

團
褻
所
五
個
人

　
去
る
十
一
月
十
八
日
、
新
潟
県
自

治
会
館
で
統
計
功
労
者
の
表
彰
伝
達

式
が
行
わ
れ
、
当
市
で
は
、
つ
ぎ
の

事
業
所
、
個
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
通
商
産
業
大
臣
表
彰
…
関
織
物
株

式
会
社
　
通
商
産
業
大
臣
官
房
調
査

統
計
部
長
表
彰
…
曽
根
未
治
（
関
織

物
㈱
内
）
　
文
部
大
臣
表
彰
…
山
田

正
毅
（
田
川
町
）
　
新
潟
県
統
計
協

会
総
裁
表
彰
…
徳
永
泰
三
（
神
明
町
）

小
宮
山
慶
文
太
子
堂
）
保
坂
巌
（
姿

第
一
）

「
十
日
町
市
2
0
年
史
」
を
刊
行

　
　
申
し
込
み
は
12
月
12
日
ま
で

　
市
で
は
、
こ
の
た
び
「
十
日
町
市

二
十
年
史
」
を
刊
行
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昨
年
本
市
が

市
制
二
十
周
年
を
迎
え
た
こ
と
を
記

念
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
B
六

版
約
百
二
十
頁
の
中
に
写
真
三
十
枚

が
挿
入
さ
れ
て
お
り
、
明
年
二
月
に

発
刊
の
予
定
で
す
。

　
内
容
の
紹
介

　
お
い
た
ち
・
十
日
町
市
の
成
立
・

吉
田
村
の
合
併
・
下
条
村
の
合
併
・

水
沢
村
の
合
併
・
動
き
出
し
た
市
政

・
近
代
化
す
る
公
共
施
設
・
進
む
開

田
計
画
・
山
口
市
政
・
文
化
諸
団
体

結
成
の
動
き
・
発
展
す
る
織
物
産
業

・
村
山
市
政
は
じ
ま
る
・
災
害
の
克

服
・
十
日
町
小
の
建
設
・
発
達
す
る

交
通
網
・
市
民
生
活
向
上
へ
・
市
制

十
周
年
を
迎
え
る
・
雪
の
克
服
・
ス

ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設

・
近
代
産
業
へ
の
脱
皮
・
市
庁
舎
の

建
設
・
春
日
市
政
・
新
し
い
生
活
圏

行
政
・
教
育
文
化
施
策
の
推
進
・
産

業
経
済
の
成
長
・
社
会
福
祉
の
充
実

・
水
資
源
と
苗
場
山
麓
開
発
・
市
制

二
十
周
年
・
十
日
町
市
の
将
来
。

　
定
価
　
五
百
円

　
申
し
込
み
　
注
文
希
望
者
は
、
左

記
の
注
文
票
に
ご
記
入
の
上
、
切
り

取
っ
て
十
二
月
十
二
日
（
金
）
ま
で

に
市
企
画
財
政
課
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
な
お
電
話
（
魯
七
ー
三
一

一
一
番
、
内
線
二
二
七
）
で
も
可
。

　
そ
の
他
発
刊
は
明
年
二
月
の
予

定
で
、
代
金
は
現
品
引
き
換
え
。

「十日町市20年史」注文票

住　所

氏　名

TEL　　　　　　　　　注文数
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往
時
を
し
の
ぶ
人
々
で
に
ぎ
わ
う

　
　
　
　
　
妻
有
の
道
し
る
べ
と
石
仏
展

　
文
化
の
秋
、
去
る
十
一
月
二
・
三

日
は
、
市
内
各
所
で
文
化
祭
が
開
催

さ
れ
、
多
彩
な
行
事
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
市
民
会
館

を
会
場
に
開
か
れ
た
「
妻
有
の
道
し

る
べ
と
石
仏
展
」
　
（
妻
有
の
文
化
遺

産
を
守
る
会
主
催
）
は
、
七
百
年
く

ら
い
前
の
梵
字
碑
や
仲
む
つ
ま
じ
い

道
祖
神
、
お
っ
か
な
い
顔
を
し
た
庚

申
塔
、
馬
頭
観
音
な
ど
の
写
真
や
拓

本
な
ど
六
十
点
が
陳
列
さ
れ
、
訪
れ

た
人
た
ち
は
、
古
い
歴
史
を
も
つ
、

ふ
る
さ
と
の
文
化
遺
産
を
振
り
返
り

な
が
ら
、
往
時
の
人
た
ち
の
思
い
を

し
の
ん
で
い
ま
し
た
。

　
N

　
S
小
千
谷
真
人
放
送
局
開
設

　
B

　
こ
の
ほ
ど
B
S
N
新
潟
放
送
で
は
、

小
千
谷
市
真
人
町
に
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン

放
送
局
を
開
局
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
開
局
に
よ
り
本
市
で
は

下
条
、
中
条
の
一
部
地
域
が
受
信
可

能
と
な
り
ま
す
。
開
局
は
十
二
月
上

旬
の
予
定
で
す
が
、
ア
ン
テ
ナ
の
方

向
等
く
わ
し
い
こ
と
は
、
最
寄
り
の

電
気
店
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

市
報
お
知
ら
せ
版
を
発
行

　
お
知
ら
せ
版
（
毎
月
2
5
日
発
行
）

第
一
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
今
後
、

市
民
向
け
文
書
は
原
則
と
し
て
、
市

報
と
お
知
ら
せ
版
の
二
つ
に
編
集
整

理
し
、
発
行
し
ま
す
。
内
容
は
、
市

政
の
う
ご
き
や
諸
行
事
、
予
防
接
種

等
の
身
近
な
こ
と
が
ら
ま
で
。
市
報
、

お
知
ら
せ
版
と
も
日
時
を
伴
う
も
の

が
多
く
あ
り
ま
す
。
早
期
配
布
等
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

12

月
の
休
日
救
急
医

庭
野
医
院
（
神
明
町
）

　
　
魯
2
の
2
7
1
1
番

大
島
医
院
（
川
原
町
）

　
　
曾
2
の
2
9
5
7
番

至
誠
堂
医
院
（
西
浦
東
）

　
　
魯
2
の
3
2
7
6
番

十
日
町
病
院
（
菌
町
議
）

　
　
曾
7
の
5
5
6
6
番

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鰯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鋤　　　　　　　　　　　　　　　　　籔　　　　　　　　　　　　　　　纏　　　　　　　　　　　　　漿　　　　　　　　　　難　　　　　　　　灘　　　　　　繰　　　　鑛　　灘饗

定期検診や健康相談を受けて幸せな毎日を

7
日

14
日

28　21
日　　日

どうしておこるか

脳卒中は、高血圧という

土台のうえに、つぎのよ
うなきっかけが加わって
おこります。

①心配や興奮

　などの精神

　的緊張

》
とか急激

度の変化

中に体を

らすこと

ぐ

事
業
名

期
日

受
付

時
間

会
場

対
象
者

参
集
区
域

備
　
　
考

婚
　
　
前

新
婚
者

健
康
相
談

4
日

（
木
）

午
　
後

－
　
　
土
寸

　
～
日

1
時
半

十
日
町

保
健
所

希
望
者

全
　
　
　
域

内
容
は
、
健
康
相
談
、

家
族
計
画
、
血
液
検

査
（
梅
毒
）
で
無
料
。

　
次
回
は
1
月
8
日

で
す
。

3
歳
児

検
　
　
診

10

日

（
水
）

午
　
後

1
　
時

　
～

2
　
時

十
日
町

公
民
館

47

年
6
月

生
れ
の
者

全
　
　
　
域

3
歳
6
ヵ
月
児
を
対

象
に
実
施
し
ま
す
。

個
人
通
知
が
な
く
て

も
、
該
当
月
の
方
は

お
い
で
く
だ
さ
い
。

先
股
脱

検
　
　
診

12

日

（
金
）

午
　
前

9
時
半

　
～

10

時
半

十
日
町

保
健
所

50

年
8
月

生
れ
の
者

中
条
、
下
条
、

吉
田
、
水
沢

地
区

検
査
料
1
5
0
円
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

午
　
後

1
　
時

　
～

2
　
時

十
日
町
、
川

治
、
六
箇
、

大
井
田
、
新

座
地
区

育
児
相
談

16
日

（
火
）

午
後

1
時
半

　
～

2
　
時

十
日
町

公
民
館

50

年
3
月

－
口
回
～
F
D

骨
3
1
日
ま

で
に
生
れ

た
者

十
日
町
、
川

治
、
六
箇
、

大
井
田
、
新

座
地
区
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編集発行／十日町市役所（電話（代）7－31H〉毎月25日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市内の飯山線と交差する国道踏切の
　　繍　　　　　　　　　　　　　　　　　　立体交差は着々と進められています一．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バイパス（川治踏切並体交差〉は、去る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　撃　12月20日完成。喜びの開通式が行なわ
　　　　　　　　　　　　　　　　　糊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れました．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高山バイパスのうち、十口町橋一市
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　道本町西線間は、今春開通し、飯山線と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の立体交差を含む420㍍区間の工事を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　進めていたものです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この区間は、歩道が車道と側道には
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さまれ、3㍍近い高低差がある変形道路、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十日町警察署は、交通事故を防止する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミとモ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ため、信号機のほか、交通規制標識を設

歩道と車道、側道が飯山線の下を通　　　置しましたが・市民のみなさんから・標
る高山バイパス（川治踏切立体交差）　　　識に十分注意して欲しいと望んでいます・

路
上
駐
車
は
絶
対
し

　
な
い
で
く
だ
さ
い

　
除
雪
作
業
に
大
き
な
障
害
と
な
る

も
の
に
、
路
上
駐
車
が
あ
り
ま
す
。

路
上
駐
車
禁
止
場
所
は
、
当
該
地
点

に
道
路
標
識
で
表
示
し
て
あ
り
ま
す

が
路
上
駐
車
は
絶
対
し
な
い
よ
う
、

市
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
除
雪
作
業
の
た
め
、
路
上

駐
車
禁
止
場
所
に
駐
車
し
て
い
る
車

を
損
傷
し
た
場
合
は
、
そ
の
修
理
代

や
車
を
排
除
さ
せ
る
た
め
に
要
し
た

費
用
等
み
な
さ
ん
の
負
担
に
な
り
ま

す
。　

ま
た
、
市
及
び
土
木
事
務
所
、
警

察
署
で
は
、
事
業
所
等
の
協
力
を
得

て
、
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
、

路
上
駐
車
を
排
除
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

　
（
十
日
町
市
、
十
日
町
土
木
事
務

　
所
、
十
日
町
警
察
署
）

市
長
も
年
賀
状
交
換

を
自
粛

　
こ
の
ほ
ど
、
市
議
会
議
員
は
、
年

賀
状
の
交
換
を
と
り
や
め
る
こ
と
を

申
し
合
わ
せ
ま
し
た
が
、
市
長
初
め

助
役
、
収
入
役
な
ど
も
こ
れ
に
準
じ
、

年
賀
状
の
交
換
を
自
粛
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
の
で
ご
了
承
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
こ
の
ほ
ど
施
行
さ
れ
た

公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正
に
伴
っ
て

市
長
及
び
市
議
会
議
員
等
は
、
親
族

に
対
す
る
場
合
を
除
き
、
選
挙
区
内

の
人
達
に
通
常
一
般
の
社
交
と
し
て

行
な
わ
れ
る
寄
付
、
花
輪
、
供
花
、

香
典
、
祝
儀
な
ど
が
禁
止
さ
れ
ま
し

た
が
、
こ
の
際
、
年
賀
状
も
自
粛
し

よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

飲
酒
運
転
は
絶
対
し
な

　
い
よ
り
つ
に

　
十
日
町
警
察
署
か
ら
発
表
さ
れ
た

十
一
月
十
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の

酒
酔
い
運
転
違
反
者
は
、
つ
ぎ
の
と

お
り
。

　
庭
野
　
栄
蔵
（
赤
倉
）

　
水
落
　
正
史
（
下
条
中
央
通
り
）


